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に在籍する 1年生を対象に、2010年 6月（ベースライン）と 2011年 6月に自記式質問紙調査を
実施した。調査内容は、属性、登校回避感情（登校回避感情測定尺度：渡辺ら、2000）、精神面、
コミュニケーションやソーシャルサポート、学習、生活面に関する変数とした。  















研究協力の同意が得られた高校は 22 校で、それらの高校に在籍する高校 1 年生 3,985 人のう







































































































などの指摘がなされた。第二回目審査（9 月 2 日）では、一回目審査の指摘に対する修正が適切
に修正されているか否かについて協議した。その結果、研究の意義の一部の表現の不備、方法の
一部に表現の不備、考察の一部に拡大解釈と飛躍した論理展開があることが課題として残った。
しかし、9月12日に再提出された論文は、これらの点が適切に修正されていることが確認された。 
 
本研究は、高校生がより生き生きと通学できる高校づくりを目指し、養護教諭の立場からその
支援策を検討する必要性から着想に至っている。高校生の「登校回避感情」を中心概念に位置付
け、学校を避けたくなる気持ちを何が強めるのか、何が弱めるのかという因果関係を、前向きコ
ホートデザインにより検出した点に、独自性と意義を持つ。学校保健領域において高校生の年代
に特化した看護学研究が未だ途上にある中、本研究は、高校生の登校回避感情を少なくするため
の養護教諭の関わり方について、結果に基づき具体的に提案している。この提案は看護方法論の
構築に寄与するものであり、この点において看護学への貢献が認められる。 
以上から、本学学位規則第４条第 1項に定める博士（看護学）の学授授与にふさわしいものと
判断した。 
